








要約：川崎病の治療に用いられる献血型免疫グロブリン製剤と輸入血型免疫グロブリン製

剤のポリオ 1 型・ 2 型・ 3 型,  コクサッキー B2 型・ B3 型・ B4 型・ B5 型ウイルス抗体

を中和(NT)試験で測定した。結果,優位ではなかったが測定したウイルス抗体の範囲でも

輸入血型免疫グロブリン剤の方が抗体価の高い傾向があり,免疫グロブリン製剤間に若干

の差があり,大量を用いると若干の差でなくなる可能性があることが確認出来た。今後,大

量免疫グロブリン点滴静注療法不応例の検討にあたり,性,年齢.免疫グロブリン製剤投与

開始病日,投与量,投与開始前後の検査成績などに加え,使用する免疫グロブリン製剤につ

いても検討する必要があることが判明した。


